


産学連携により

国立大学法人鹿児島大学長 吉田浩己

～地域 ともに社会の発展に貢献～

鹿児島大学は平成 19年に制定した大学憲章で､ ｢自主自律と進取の精神を尊重 し､地域 とと

もに社会の発展に貢献する総合大学をめざす｣と謳い､本学の教育､研究､社会貢献活動の基本

理念としている｡

平成 18年に産学共同研究のコーディネー トや地域産業界からの技術相談等の対応を一元化す

る組織として､産学官連携推進機構を設置｡大学にある研究シーズと社会ニーズのマッチングを

図り､企業との共同研究等を通 じた研究成果の社会還元や技術移転を推進 している｡ (財)かご

しま産業支援センターの産学官連携課は本学の同機構内にあり､大学などの研究機関と県内の産

業界や行政機関との連携を図るうえで重要な役割を果たされている｡本学に寄せ られた多くの技

術相談等の問合せから共同研究につながる事例もあり､その中から､ トビウオの残さいによる魚

醤池や焼酎粕 とサツマイモ菓茎を利用 した機能性食品の開発､鹿児島人工衛星の開発など､平成

19､ 20年度とも年 4件が同センターからの助成を受けている｡

～ルネ ッサ ンスアカデ ミーでの取組み～

鹿児島の中小企業からしばしば寄せ られる悩みは､製品開発に関する技術が不十分なことであ

る｡その解決策は人を育てることにある｡ 8学部 10大学院研究科を有する総合大学としての強

味を生かした技術者教育､社会人-のリカレン ト教育が本学に課せ られた責務である｡平成 18

年 11月､本学は鹿児島県や地元企業と連携 して､社会人を対象に ｢かごしまルネッサンスアカ

デミー｣を開講 した｡文部科学省の ｢地域再生人材創出拠点の形成｣事業に採択されたもので､

食品産業や観光業､自治体関係者などの受講生は ｢食の安全管理｣ ｢経営管理｣ ｢健康 ･環境 ･

文化｣の 3コースに分かれ､夜間や週末を中心､に 1年間学ぶ｡授業料は原則無料｡現在 3期 日だ

が､毎期約 50名の受講生による横の繋がりとともに､修了生による縦のネットワークも形成 さ

れ始めた｡鹿児島の主力産業である食品業界が活気づけば､県全体が元気になるはずだ｡

～鹿児島で しかできない産業の育成を～

経済危機の影響もあり最近は農林水産業に注 目が集まり､厳 しい就職環境の中､学生の地元志

向も強まっている｡これは優秀な人材を鹿児島にとどめるチャンスでもある｡そのためには､受

け皿となる魅力的な企業や職種があること､鹿児島を活性化させる人材がいること､このふたっ

が好循環することが必要だ｡地元企業と大学との連携により､生産物に付加価値を付け商品化す

る､新たなマーケットを開拓する､といった取 り組みで､鹿児島でしかできない魅力ある産業を

育成できるはずだ｡とくに鹿児島の特色である ｢食 と健康｣ ｢島喚｣ ｢環境｣に関しては､学際

的に取 り組み､教育研究の拠点となることが本学の重要な役割 と考えている｡

本学は ｢進取の気風｣にあふれる大学として､同じ志を持つ企業の方々と協働 したい｡産学官

連携推進機構にお問合せいただき､鹿児島大学のリソースを存分に活用いただければ幸いであ

る｡ 
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有限会社 まうる-る

代表取締役社長 小迎 和代

アニマル ･アシステッド･セラピー

出
会
い
に
感
謝

二
つ
の
出
会
い

｢起
業
の
き

っ
か
け
は
?
｣
と
よ
く

聞
か
れ
ま
す
｡
も
っ
と
も
ら
し
い
答
え

が
い
く
つ
か
浮
か
ぶ
の
で
す
が
､ 
1
番

の
答
え
は
ス
ノ
ー
ウ
イ
ー
に
出
会

っ
た

こ
と
な
の
で
す
｡ 

13
年
前
に
≡

っ
白
で
ふ
わ
ふ
わ
な

グ
レ
ー
ト
ピ
レ
ニ
ー
ズ
と
い
う
大
型
犬

を
飼
い
､
共
に
生
活
す
る
中
で
人
並
に

大
き
な
彼
女
の
存
在
と
能
力
は
､
徐
々

に
私
を
ア
ニ
マ
ル

･

(動
物

介
在
療
法
)
の
世
界
に
導
い
て

セ
ラ
ピ
ー

く
れ
ま

し
た
｡
週
末
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始
め

た
ア
ニ
マ
ル

･
セ
ラ
ピ
ー
で
動
物
が
も

た
ら
す
影
響
を
目
の
当
た

り
に
し
､
片

<セラピーの様子 >

手間はでできない奥深さと責任の

｡

に出う方と会会話で今後のの夢

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
､
障
害
の

目
繰
り
返
し
､ 
7
年
目
を
迎
え
ま
し

重さを知りました

た
｡

そて事業化ししょうと思いた頃夕方散歩で毎日ののよ-

動
物
と
の
ふ
れ
あ

い

まししたとあるる日そ

有
無
に
関
わ
ら
ず
､
全
て
の
人
を
対
象

会社に呼ばれたののです図

に
す
る
ア
ニ
マ
ル

･
セ
ラ
ピ
ー
は
､
動

い私は事業計画書を持って訪ね

物
と
人
が
触
れ
合
う
こ
と
で
心
と
身
体

まし通されたた部屋は会長室

が
健
康
に
な
る
こ
と
を
支
援
す
る
ケ
ア

一瞬にしてわが身の愚かさを

リ
ン
グ
で
す
｡
複
雑
な
社
会
に
暮
ら
す

る く､
｡

｡ ､､用 をを
､
じ｡恥､

｡｡ 方｡話の､を め始､｣｡ く社て 会､､ 夢､ し々 す｡ ､またかししし物語のよう

我
々
は
､
様
々
な
病
気
や

ス
ト
レ
ス
と


に甘い事業計画を笑うことなく

闘

っ
て
い
ま
す
｡

｢私
は
ど
う
す
れ
ば


色々な社の方に話聴く機会会

い
い
の
｣

｢助
け
て
欲
し
い
な
｣

｢話


意してくださり仕事とは

を
聞
い
て
欲
し
い
な
｣
と
感
じ
た
時
､


経営ととはは多くを教え

動
物
と
共
に
そ
っ
と
寄
り
添
い
､
語
り


ださいました｢目前のの仕事

合
い
ま
す
｡
動
物
が
見
せ
る
色
々
な
表


真剣誠実ににに向き合なさいい
そうしたらお金はついて

情
か
ら
人
は
感
じ
､
変
化
し
て
い
き
ま

す
｡
そ
の
変
化
を
肯
定
的
に
サ
ポ
ー
ト

とう会長の言言葉を日毎毎

し
て
い
き
ま
す
｡

そ
し
て
､
自
分
自
身
や
自
身
の
生
き

方
を
無
条
件
に
受
容

で
き
た
時
､
人

は
､
自
身
の
抱
え
る
問
題
に
立
ち
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
｡

こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
ア
ニ
マ
ル

･
セ
ラ
ピ
ー

を
医
療

･
福
祉
分
野
は
勿
論
の
こ
と
､

教
育
分
野
や
地
域
社
会
で
も
導
入
さ
れ

る
よ
う
､
ま
た
セ
ラ
ピ
ー
に
携
わ
る
セ

ラ
ピ

ス
ト

の
育
成
を

行
い
､
ア

ニ
マ

ル

･
セ
ラ
ピ
ー
を
広
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
｡

偶
然
と
必
然
が
用
意
し
て
く
れ
た
多

く
の
出
会
い
と
こ
れ
か
ら
の
出
会
い
に

感
謝
し
､
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
方
の
言
葉
を
忘

れ
ず
に
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
考
え

ま
す
｡ 
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がん
ば
っ
て
ま
す
･･

株

式

会

社

山

王

産

業 

(
企
業
概
要 
)

所
在
地

鹿児島
島
市
川
上
町 
6
8
5

創

業

7
年
4
月

昭
和 
4


資

本

金

一
▲､
五
〇
〇
万
円


従
業
員
数 

1
8
名


業

種

そ
の
他
の
木
製
品
製
造
業


地
域
資
源
活
用
認
定
平

成 
2

2

月
1

0
年

1

5

日

売

店

鹿
児
島
空
港

仙
巌
固 

(磯
庭
園 
)

平
成 
20
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
国
の 

3
モ
デ
ル
事
業 

(農
商
工
連
携
､
地
域

資
源
活
用
､
新
連
携 
)
の
う
ち
､
高
級

な
宝
飾
品

･
腕
時
計

･
筆
記
具
な
ど
､

身

に

つ
け

る

屋

久

杉

｢J
e
w
e-ry 

W
o
o
d
(ジ

ュ
エ
リ
ー
ウ
ッ
ド 
)
｣
開
発

を
進
め
､
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
の

認
定
を
受
け
ら
れ
た
株
式
会
社
山
王
産

業 

(鹿
児
島
市 
)
を
紹
介
し
ま
す
｡

減
り
続
け
る

屋
久
杉

高
度
経
済
成
長
期
な
ど
に
は
､
鹿
児

島
の
住
宅
建
築
の
際
は
､
天
井
､
障
子

代表取締役 山王 博和 氏

は
き
め
細
か
い
木
目
の
屋
久
杉
が
好
ま

れ
､
身
の
回
り
で
も
､
テ
ー
ブ
ル
等
の

家
具
､
文
具
､
盆
な
ど
､
至
る
所
で
屋

久
杉
製
品
を
見
か
け
ま
し
た
｡

平
成 
5
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
屋
久
島
で
は
､
屋
久
杉
の
伐
採
は
国

の
管
理
下
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
､
使
え

る
の
は
伐
採
後
の
切
り
株
や
台
風
に
よ

る
倒
木
な
ど

の
土
埋
木 

(ど
ま
い
ぼ

く
)
に
限
ら
れ
､
少
し
ず

つ
配
分
量
が

減
ら
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
｡
現
在
は
､

最
盛
期
の
約 
1
/

15
｡
し
か
も
､
採

り
や
す
い
所
の
屋
久
杉
は
ほ
と
ん
ど
な

く
､
危
険
な
斜
面
の
土
埋
木
を

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
搬
出
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
､

コ
ス
ト
も
嵩
み
ま
す
｡

山
王
産
業
で
は
､
今
後
ど
れ
く
ら
い

の
年
数
､
屋
久
杉
が
使
え
る
の
か
､
先

が
読
め
な
い
昨
今
に
､
従
来
型
の
大
型

の
家
具

･
工
芸
品
な
ど
を
作
り
続
け
る

こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
､

｢屋
久
杉
が

喜
ぶ
製
品
づ
く
り
｣
の
ポ
リ
シ
ー
の
も

と
､
苗
､
原
木
､
板
､
小
片
､
樹
皮
､

木
粉 

(オ
ガ
ク
ズ 
)
､
灰
に
至
る
ま
で 

1
0
0
%
製
品
化
す
る
と
と
も
に
､
小

型
で
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
を
精
力

的
に
進
め
て
お
ら
れ
ま
す 
0
年
商
約 
7

千
万
円
｡

お
父
様
で
あ
る
山
王
仁
氏 

(屋
久
杉

銘
木
協
同
組
合
理
事
長 
)
は
､
長
年
の

営
林
署
勤
務

の
後
､
昭
和 
47
年

に 

(有
)
山
王
産
業
を
起
業
さ
れ
ま
し

た
｡
現
社
長
は
､
屋
久
杉
を

｢宝

の

木
｣
と
大
切
に
す
る
環
境
で
育
ち
､
屋

久
杉
を
語
る
と
き
は
､
自
信
に
満
ち

て
､
本
当
に

｢熱
い
｣ 
! 

*
(参
考 
)

o
o
it

Pをrモ
pッsト
ion

表
彰

山
王
産
業
は
､

｢U
nique
SeE
in
g 

｣ 
(独

自
販
売
の

提
案
)

ー
に
､
自
社
の
持

つ
強
み
を

自社開発の屋久杉商品

生
か
し
､
他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
な

が
ら
､
売
り
込
み
に
つ
な
が
る
提
案
を

し
て
い
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な

モ
ノ
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
､
鹿
児
島
県

新
ふ
る
さ
と
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
等
に

お
い
て
､
大
賞 
2
回
､
優
秀
賞 
3
回
､

奨
励
賞 
7
回
を
受
賞
し
て
い
ま
す
｡

キーワー ド (生活シーン )

形 (形を楽 しむ )

祈 り (祈る )

香 り (香 りで癒す )

色 (色で安 らぐ )

夢 (夢を見る )

ッセ

提 案 す る ア イ テ ム

屋久杉家具､屋久杉美術工芸品

屋久杉仏壇 .神棚 .仏像 .仏具､屋久杉数珠

屋久杉和の物 (扇子 )､屋久杉香 り (お香 .エ ンシャルオイル)

屋久杉染め (ハンカチ .ス トール )

屋久杉苗 ｢千年の夢｣
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長

が
高
級
な

品
､
腕
時
計
､
筆
記
具
等
の
屋
久
杉 

※	
｢R
in
(リ
ン
)
｣

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営
す
る

｢新
し
い
都
会
の
暮
ら
し
｣
を
提
案
す
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
=

今
後
の
主
な
課
題

･
目
標

商
品 
-
屋
久
杉
商
品
の
進
化
'
屋
久
杉

ア
ク
セ
サ
-
1
の
高
級
デ
ザ
イ

ン
製
作
手
法
の
習
熟

場
所 
-
大
消
費
地
の

一
等
地
で
の
販
売 

(銀
座
､
表
参
道
､
青
山
な
ど
)

当
セ
ン
タ
ー
で
は
､
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
､
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
､

鹿
児
島
商
工
会
議
所
等
と
さ
ら
に
連
携

し
な
が
ら
､
認
定
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
支
援
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
｡
順
調

な
事
業
展
開
を
期
待
し
､
企
業
側
の
目

線
を
大
切
に
し
な
が
ら
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
｡ 

.,_
 

<進化した屋久杉製品>

地
域
資
源
活
用
事
業

へ
の
取
組
み

平
成 
2

1
日
､
九
州
経
済

0
年
8
月 
2

産
業
局
及
び
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

九
州
支
部
が
､
鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
た
国
の
事
業
認
定
に
挑

戦
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
お
い
て
､
山
王
社

e
｢J
w
e-ry 
W
o
o
d
｣
屋

久
杉
製
品
づ
く

り
を
熱
い
想
い
で
語
ら

れ
ま
し
た
｡
最
近
で
は
､
鹿
児
島
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
レ
ー
ザ
ー
加
工

機
に
よ
る
技
術
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
｡そ

の
後
､
当
セ
ン
タ
ー
は
､
地
域
資

源
活
用
事
業
計
画
の
認
定
を
目
指
し

て
､
山
王
社
長
か
ら
詳
し
い
お
話
し
を

伺
い
､
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
南
九

州
事
務
所
､
鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
､
鹿
児
島
商
工
会
議
所
と
連
携
し

な
が
ら
計
画
作
り
を
進
め
ま
し
た
｡
中

小
企
業
と

一
緒
に
考
え
､
計
画
書
づ
く

り
の
お
手
伝

い
を
す
る

｢伴
走
型
支

援
｣
｡
平
成 
2

2
月

1

0
年 
1

5
日
付
け
で

国
の
認
定
｡
今
後
､
東
京
等
で
の
イ
ベ

ン
ト
出
展 

(販
路
開
拓
)
､
デ
ザ
イ
ン

開
発
､
試
作
等
の
た
め
の
補
助
金 

(捕

助
率 
2
/ 
3
)
な
ど
の
活
用
が
可
能
と

な
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
中
で
､

｢屋
久
杉
商
品

の
進
化
｣
を
目
指
す
山
王
産
業
の
次
の

よ
う
な
真
筆
な
経
営
方
針
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
｡ 

1

卸
売
り
を
し
な
い
｡
ほ
と
ん
ど
社

員
の
手
渡
し
販
売
｡
デ
パ
ー
ト
等
で

の
物
産
展
販
売
は
平
成 
8
年
頃
中

止
｡ 

2

宝
飾
､
時
計
等
の
高
級
輸
入
ア
ク

セ
サ
リ

ー
は
､

｢本
物
､
こ
だ
わ

り
｣
志

向
で
拡
大
し
て
お
り
､
宝
飾

o
d

の
開
発
､
販
売

o

J

-
y

ew
e
r
W 

を
積
極
的
に
推

進
｡ 

3

世
界
が
注
目
す
る
東
京
の

一
等
地

の
店
舗
で
J
e
w
e
-r
y
W
o
o
d

販
売
す
る
の
が
目
標
｡
屋
久
杉
製

品
は
原
木
素
材
に
限
り
が
あ
り
､

大
量
販
売
は
困
難
｡ 

4

地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
期
間
は 

5
年
｡
新
商
品
開
発
､
販
路
開
拓
､

従
業
員
教
育
､
事
業 

を
重
点
的

に
進
め
る
｡
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

販
売
も
､
高
級
品
に
ふ
さ
わ
し
い
高

級
感
を
演
出
｡ 

5

屋
久
杉
素
材
を 
1
0
0
%
使
い
き

る
製
品
づ
く
り
で
､
商
品
ア
イ
テ
ム

は

一
千
円 

(箸
)

〜
一
千
五
百
万
円 

(高
級
仏
壇
)

と
極
め
て
豊
富
｡

認
定
後
の
取
組
み

･
成
果
 

1

地
域
の
魅
力
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2009
 

小
田
急
百
貨
店
新
宿
店
)


2 

ン
2
009
 

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
)


月
3
日

3 

プ

R

等
を

p

(
中
小
企
業
庁
主
催

平
成 
21
年
6
月
3
日
〜
8
日

地
域
の
魅
力
セ
レ
ク
シ
ョ

■■区芦7℡rー『¶l 馳鞄

(
出
展
予
定

中
小
企
業
庁
主
催

平
成 
21
年
7
月
31
日
〜
8

地
域
資
源
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

Eip白申F 

｢R
in
(リ
ン
)
｣ 

6
-
26
)
で

(港
区
北
青
山 

｢
屋
久
杉

フ
ェ

J..衰

3
-

ア
｣
実
施
予
定

平
成 
21
年 
10
月 

_ 

<屋久杉腕時計 ｢千キ｣>

』

- I､イブ1

<その他の屋久杉製品>
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0

ベ
ン
チ
ャ

ー

プ
ラ
ザ

コ
ー

ナー


第
41
回

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
鹿
児
島 

発
表
内
容

㊥


(商
品
の
目
的

･
特
徴 
)

真
空
管

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

｢
F
U
J

へ
企
業
紹
介 
)

昭

和 

I

ヒ
ー
ト
p

･
s
O 
L 
A
R
｣

発
表
後

の
成
果

･
感
想

発
表
後
､
御
問
い
合
わ
せ
や
シ
ス

テ
ム
提
案

の
御
依
頼
､
ま
た
､
新
聞

･

雑
誌
な
ど
の
取
材
依
頼
も
あ
り
､
大
変

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
｡

発
表
に
際
し
ま
し
て
､ 

(財
)
か
ご

し
ま
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー

の
方

々
に

は
､
御
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

今
後

の
展
望 

'
1酸
化
炭
素
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖

化
や
資
源
の
有
効
利
用
を
考
え
､
弊
社

の
商
晶
が
普
及
し
て
い
く
よ
う
に
努
力

し
､
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方

々
と
情
報

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
､
さ
ら
な
る
新

商
品

･
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
で
き
る

よ
う
､
ま
た
､
弊
社
の
合
言
葉
で
あ
り

ま
す

｢地
球

に
や
さ

し
く
｣
を
実
践

し
､
社
会
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
｡

1

年 
3
月
､
真

空

管

ソ
ー

6

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
販
売
会
社
と
し
て
富

太

陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
､
ガ

ラ
ス
管
で
集
め
た

高
温 

(二
四
〇
度
)

の
熱
を
水
と
熱
交
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
空
調 

(冷

･
暖
房
)
と
し
て
使
用
す

る

エ
ネ

ル
ギ
ー
及
び
給
湯
の
た
め
の
ク

リ
ー
ン
な
お
湯
を

つ
く
り
ま
す
｡

な
お
､
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
高
効
率
を
実
現
し
ま
し

た
｡

有
機
廃
液
を
用
い
た
固
形
燃
料

｢池
水
分
離
槽
の
廃
水
｣
と
木
質
資

源
で
あ
る

｢お
が
屑
｣
を
混
合
し
､
ボ

イ
ラ
ー

の
固
形
燃
料 

(ペ

レ

ッ
ト
燃

料
)
と
し
て
使
用
い
た
し
ま
す
｡
原
料

が
バ
イ
オ

マ
ス
な
の
で
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
削
減
に
寄
与
で
き
ま
す
｡

士
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
を
設

(ベンチャープラザで発表する亘社長)

立
し
'
平
成 
11
年

6
月
'
未
利
用

エ

ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
製
品
開
発
を
行

う
富
士

エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
を
設
立

い
た
し
ま

し
た
｡
東
京

･
熊
本

阪

･
名
古
屋
支
店
､
北
九
州
営
業
所
と

全
国
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
｡

平
成 
21
年 
3
月
に
､
鹿
児
島
県
及

び
日
置
市
の
協
力
の
も
と
､
日
置
市
亀

原
工
業
団
地
内
に
真
空
管
ソ
ー
ラ
ー
組

立
工
場
'
新

･
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究

･
大

T

施
設

｢
F
U
I 

(商
品
開
発
の
き
っ
か
け
)

日
本
で
唯 

の
真
空
管
ソ
ー
ラ
ー
シ

問
題

二 

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
を
訴

I
テ
ク

ノ
研
究

セ
ン

タ
ー
｣
を
併
設
い
た
し
ま
し
た
｡ 

元明亘
鹿児島市松原町 13-21 
T E L:0 99-226-6723 

@fee

O

i keneju

る
に
至
り
ま
し
た 

p
l jocnne. . .


ス
テ
ム
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
が
製
造

を
中
止
し
､
ソ
ー
ラ
ー
事
業
か
ら
撤
退

い
た
し
ま
し
た
｡
全
世
界
が
地
球
環
境

.


え

て

い
る
今
､
弊

社

が 
25

年

間

の

ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
経
験
を
生
か
し
て
､

独
自
の
製
品
を
製
造
し
全
国
に
販
売
す

ま
た
､
循
環
型
社
会
の
形
成
､
地
球

:flimaE-

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
廃
棄
物
を
有
効

利
用
し
た
商
品
の
開
発
を
い
た
し
ま
し

た
｡ 

【真空管ソーラーシステムの設置例】

富士エネルギー株式会社

代表取締役

【有機廃液を用いた固形燃料】
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る
ガ
ス
タ
ー

高
温
強
度
が
要
求
さ
れ

の
半
導
体
製
造
装

ビ

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

ス
の
結
晶
構
造
や
粒
界
相

セ
ラ
ミ
ッ
ク

の
設
計
と
機

物
型
燃
料
電
池 
(S
O
F

都
市
ガ
ス
や
プ

ロ
パ
ン
ガ

た
水
素
と
空
気
中
の
酸
素
を

焼
｣
さ
せ
て
電
気
と
お
湯
を
取
り
出
す

も
の
で
す
｡ 
N
E
D
O
の
過
去 

実
証
研
究
を
通
し
て
､
家
庭

ン
部
品
か
ら
大
型

研

究

開

発 

⑳

現

場

京

セ
ラ
株
式
会

社

総
合

研
究

所

所長

椀

島
登
士
巳 

(
は
じ
め
に
)

総
合
研
究
所
は
､
京
セ
ラ
株
式
会
社

の
創
業 
20
周
年
記
念
の

一
環
と
し
て

昭
和 
54
年
に
霧
島
市
国
分
山
下
町
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
｡
京
都
府
伏
見
に

あ
っ
た
材
料
研
究
所
の
技
術
者
を
核
に

セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
の
研
究
所
と
し
て
発

足
し
て
い
ま
す
｡

霧島市山下町 1-4

京セラ株式会社 総合研究所 
LL0995-45-5200TE

置
部
品
用
の
構
造
材
料
､

コ
ン
デ
ン
サ

子
材

る
セ

能
発
現

た
数
値

の
基
盤
研
究
､
計
算
機
を
用
い

や
圧
電
部
品
に
関
わ
る
機
能
性
電

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

料
､ 

ラ
ミ

ョ
ン
や
放
射
光

の
外
部
機
関
も

I
C
や
電

ッ
ク
パ

子
部
品
を
搭
載
す

を
用

活
用

に
よ
り

い
ま
す
｡

ジ

ッ
ケ
ー
ジ
や
基
板
､
更
に

い
た 
Ⅹ
線

し
た
最
先
端 分

析
等

の
解
析
技
術
開
発
等

は
こ
れ
ら
材
料
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
た

こ
れ
ら
材
料
開
発
を
推
進
し
て

い
た
だ
け
る
1 
kW
級
の
京

40
数
%

製ク
ト
等

究
開
発
を
進
め

(
研
究

の

一
部
を

用

c 

中に
関
わ

型る
新

を
ベ
ー

エ
ー


発
､
④ 

u
や
 

し号
伝
達
が

基
板
を

品
開
発
を
行
う
幾
つ
か
の
プ

ロ
ジ

ェ

テ
ム
は
､ 

の
発
電
効
率
､ 
80
%

の
総

合
効
率
が
達
成

の
京
セ
ラ
の
多
岐
に
わ
た
る
研

以
上

て
き
ま
し
た
｡ 

を
確
認
し
ま

半
減
､ 

で
き
る
､
エ
ネ

き
く
貢
献
す

量
産
化
に
向
け

い
ま
す
｡ 

)ロ

し
た
｡
電
気 

8N
排
出
量
が 

概
要
)

40
%

･環
境
問
題
に
大

ル
ギ
ー

現
在
進
め
て
い
ま
す
研
究
開
発
事
例

る
も
の
で
す
｡ 

以
下
に
挙
げ
ま
す
｡ 
①
高
い品

て
技
術
開
発
を
進
め

剛
性
を
保
ち
尚
且
つ
軽
量
な
構
造
部

の
製
造
治
具
材
料
や
高
周
波
電
磁
界

7


で
も
誘
電
損
失
が
低
い
製
造

･
通
信

の
開
発
､ 
②
小

ン
サ
を
実
現
す

る
高
機
能
材
料

で
高
容
量
の
コ
ン
デ

強
誘
電
体
材
料
や 
1
仰
以
下
の

最
先
端
の
薄
層
プ
ロ
セ

発
､ 
③
高
機
能
圧
電
材
料

ス
の
研
究
開

の
研
究
開
発

ス
に
し
た
超
小
型
ア
ク
チ

ュ

-垂 由:.

タ
や
セ
ン
サ

Ag

ー
の
各
種
部
品
開

の
電
気
回
路
を
内
蔵

マ
イ

ク
ロ
波
か
ら

る
高

ミ
リ
波
ま

品
質

で
の
信

で
き

セ
ラ
ミ
ッ
ク

ベ
ー
ス
に
し
た
大
型
計
算
機
用 

ッ
ケ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
等

I
C

の
パ

の

無
線
通
信

等

モ
ジ

ュ
ー
ル
の
製
品
展
開
､

る
材
料
開

(SOFC)の
紹

進
め

で
す
｡

(プ総
合
研
究
所
が

ロ
ジ

ェ
ク
ト 

介 

固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池

燃
料
電
池
セ
ル 
/

て
い
る
プ

こ
れ
ら
広
い
分
野
に
お
け

ェ
ク
ト
の
1

発
を
支
え
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
の
基
礎

つ
と
し
て
､

ス
タ

固
体
酸
化 

ッ
ク

)が
あ
り
ま
す
｡

ス
を
改
質
し

｢触
媒
燃

2
年
間
の

で
使

っ
て

セ
ラ
シ
ス

で
き

+
ガ

る
こ
と

ス
代
が

以
上
削
減

2
年
後
のて

シ
ス
テ
ム
と

情報 KISC July2009 
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慕_
ロC

IT:

な
ど 
1
件
も
な
い
｡
誰

る
業
者
は
い
な
い
か 
!
?
｣ 

竹
下
専
務 
)

デ
ザ
イ
ン
･
コ
ピ
ー

テ
ィ
･
検
索

エ
ン
ジ
ン
対
策 

な
ど
確
認
し
ま
し
た
と

当
時
の
H
P
は
残
念
な

ろ
が

一
つ
も
見

つ
か

た
｡
ま
さ
に
こ
れ
は
も
う

ル
し
か
あ 
-
ま
せ
ん 
Ⅰ
と

ま
ず
は
､ 
H
P
担
当


ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
､
こ
れ
だ 

と
直
感


に
感
じ
ま
し
た
｡
い
け

Ⅶ肌
 

白
い
の
で
す
｡
業
界
の
裏


と
て
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ


り
な
の
で
す
｡
そ
ん
な


様
に
伝
え
ら
れ
た
ら 
-

で
､ 
H
P
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す


竹
下
専
務
か
ら
お
客
様


す
る
ブ

ロ
グ
を
導
入
す


た
し
ま
し
た 
!

I

Mu

ス
タ
ー
ト
し
て
6
ケ
月
程
し
て
､

一

般
の
方

々
か
ら
ブ

ロ
グ
に
質
問
や
､
賛

同
の

コ
メ
ン
ト
が
書
き
込
ま
れ
る
と

い
っ
た
反
応
が
現
れ
て
き
ま
し
た
｡

新
建
設
さ
ん
は
､
住
友
林
業
の
イ
ノ

ス
の
家
の
販
売
代
理
店
も
し
て
い
る
の

で
す
が
､
業
界
の
裏
話
に
つ
い
て
は
､

東
京
の
住
友
林
業
本
社
よ
り
チ

ェ
ッ
ク

が
入
り
始
め
ま
し
た
｡ 

(東
京
よ
り
竹

下
専
務

へ
､
あ
そ
こ
の
記
事
は
消
し
て

も
ら
え
ん
か
?
と
か
表
現
を
弱
く
し
て

く
れ
と
か

･
･
･
笑 
-
)

こ
の
頃
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
住
友
林
業

も
竹
下
専
務
の
ブ

ロ
グ
か
ら
目
を
離
せ

な
く
な
っ
た
ら
し
い
で
す
｡

現
在
は
趣
向
の
違
う
7
つ
の
ブ

ロ
グ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡ 

◇
m
ix
i
へ
お
客
様
を
誘
導

ブ

ロ
グ
は
不
特
定
多
数
の
人
が
誰
で

も
見
れ
る
の
で
す
が
､
新
建
設
と
い
う

囲

い
の
中

の
人

々
だ
け
が
閲
覧

で
き

て
､
書
き
込
み
も
で
き
れ
ば
､
も

っ
と

活
発
な
意
見
や
質
問
も
や

っ
て
く

ではな
いかと考えられました｡る

の

そ
こ
で
､
当
初
は
お
客
様
を

mixi

御
招
待
し
､
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
た

コミュ に

ニ
テ
ィ
で
会
話
を
始
め
ま
し
た
｡

こ
れ
に
は
､
う
れ
し
い
誤
算
が
あ
り

し
た
｡
招
待
さ

お
客
様
が
自
分

の友
ま

人を招待
し始
め

れ
た

た
のです､
お


客
様 
1
人
を
御
招
待
し
た
の
に
､
そ
の

お
客
様
の
周
り
の
友
人

･
知
人
を
も

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
り
こ
め
た
の
で
す
｡

一
石
二
鳥
ど
こ
ろ
か

一
石
十
鳥
の
効

か
助
け
て
く
れ

そ
の
名
も

｢ビ
カ
ビ
の
新
建
設
だ
よ
り
｣

(新
建
設

∑

｢ ｢

ぎ･音

な
ぜ 
-
･ビ

を
見

カ
ビ 
?

つ
て
言
う
の
か
は
ブ

ロ
グ

る
と
わ
か
り
ま
す
｡ 

(そ
れ

し
れ
ま

･
オ
リ
ジ
ナ
リ

が
ど
う
し
た
と
思
わ
れ
る
か
も

(S
E
O
)

･正
直
､

こ
ろ 
-


せ
ん
が
､

て
ま
す
｡

そ
命
な

ここ
こ
か
ら
､
勝

の
タ
イ
ト

負
は
始
ま

ル
キ
ャ
ッ
チ

っこ

が
ら
良
い
と
こ

の
で
す
｡ 
) 

り
ま
せ
ん

ウ
エ
ブ
を
利
用
し
て

家
が
売
れ
る 
!

H HP

(ブ
ロ
グ

･
∃
ix
iで

お
客
様
を
誘
い
込
め 
)

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
､
芋
焼
酎
大
好

き
の
川
畑
で
す
｡

嘘
み
た
い
な
タ
イ
ト
ル
で
す
が
､
実

際
に
昨
年
だ
け
で
も 
3
棟
が
契
約
に
結

び
つ
き
ま
し
た
｡

し
か
も
高
額
住
宅

で
す
｡
廉
価
版

じ
ゃ
な
い
で
す
よ
〜
｡

そ
れ
で
は
､
ど

う
し
て
そ
ん
な
事

で
き
た
の
か
､
今
回
は
こ
こ
を

お読
み

の皆様だ
け
に
こ
っそ
り 
(?
)仕
掛
け

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
･
フ
ロ
ー
を
紹
介

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

◇HP改善ミッションのスタート


今回御紹介する新建設さん
 

リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
始
ま
り
は
､

｢ 

を
作

っ
て
1
年
も
た

つ
の
に
､
検
索

ン
ジ

ン
で
社
名
す
ら
引

つ
か
か
ら
な

い
｡
も
ち
ろ
ん
t
H
p
か
ら
の
お
客

で
し

リ

ニ
ュ
ー
ア

◇
ブ
ロ
グ
に
何
を
ど
の
様
に
書
く
の
か

い
う
状
態
｡

ま
ず
ブ

面
に
出

ロ
グ
の
文
章
に
､
営
業
色
が

の
竹
下
専
務
か

前

る
と
お
客
様
が

的

見し
て
く
れ
な

て
く
れ
な

つ
わ
る
､

い
し
､
当
然
書

＼､
○ 

き
込
み
も

る
!
お
話

や
裏

が
面

技
等

話

そ
こ
で
､
家
づ
く
り
に
ま

る
お
話
ば
か

お
客
様
の
目
線
に
立
つ
情
報

･
業
界
の
裏

面
白
さ
を
お
客

こ
と

話

･
親
し
み
感
を
わ
か
せ
る
家
庭
的
な
話

･
と
い
う

を
ブ

ロ
グ

し
た
｡

も
う 

と
で
す
｡ 

に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

る
時
に

へ
情
報
を
提
供

を
提
案

1
つ
重
要
な
の
は
､
主
婦
が
読
ん

る
事

い

で
も
理
解
で
き
る
言
葉
と
内
容
で
書
く
こ

ブ
ロ
グ
を
集
約
し
た 
H
P

が

さPエ様

｢ビ
カ
ビ
の
新
建
設
だ
よ
り
｣
ブ
ロ
グ
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し
た
｡

s
N
s
サ
イ
ト
を
運
用
し
て
い
ま
す
｡

こ
の 
s
N
s


栗
が
あ
り
ま
し
た
｡
そ
う
で
す
､
さ
ら

に
招
待
さ
れ
た
友
人
が
そ
の
ま
た
友
人

を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
｡
ち
ょ

っ
と
言

い
方
は
悪
い
で
す
が
ね
ず
み
講
み
た
い

な
勢

い
で
潜
在

の
お
客
様
が
集
ま
り
ま

現
在
は
､
こ
の
際 
m
巴
を
作

っ
て
し

i

エ
ピ

ソ
ー
ド 
-


お
客
様
が
友
人
な
ど
か
ら

エ
ピ
ソ
ー
ド 
2

お
客
さ
ま
が
ブ

ロ
グ
を
読
ん
で
く
れ

て
い
る
と
､
来
社
さ
れ
た
時
か
ら

フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
す
｡
会

っ
た
事
も
な
か

っ

た
の
に
｡
ブ

ロ
グ
を
読
ん
で
い
て
､
い

つ
も
会

っ
て
話
し
を
し
て
い
る
か
の
よ

う

に
思
わ
せ
る
効
果
が
あ

る
よ
う

で

す
｡ 

(1

す
り
こ
み
効
果 
)

エ
ピ

ソ
ー
ド 
3

商
談
が
進

み
づ
ら
く
な

っ
て
い
た
と

こ
ろ
､
お
客
様
が
ブ

ロ
グ
を
書
い
て
い

る
ビ
カ
ビ
さ
ん 

(竹
下
専
務 
)
で
あ
る

こ
と
が
わ
か

っ
た
ら
､
共
通
の
趣
味

の

飛
行
機
話
等
で
盛
り
上
が
り
､

一
挙
に

商
談
が
取
れ
た
そ
う
で
す
｡ 

(-

連

帯
意
識
の
効
果 
)

ブ

ロ
グ
は
お
客
様
の
都
合
で
い
つ
で

も
好
き
な
時
に
見
て
も
ら
え
る
の
で
自

然
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
営
業
が
で
き
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

ブ

ロ
グ
と
い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界

か
ら
リ
ア
ル
な
世
界

へ
お
客
様
を
意
図

的
且

つ
効
率
的
に
誘
導
で
き
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
た 
1
例
で
す
｡ 

W
E
B
ビ
ジ
ネ

ス
の
根
幹
を
成
す
部
分

が
､
非
常
に
身
近
な
レ
ベ
ル
で
容
易
に

な

っ
て
し
ま
う
の
が
､
ブ

ロ
グ
カ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

皆
様
も
ブ

ロ
グ
を
自
社
サ
イ
ト
に
実

装
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ 
-

か
?

今
ま
で
見
た
こ
と
な

い
よ 
-
な
展
開
に

驚
く
日
々
が
待

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ 
!

｢家
を
建

新
建
設

て
る
ん
だ

事
例
企
業
紹
介

企
業
名 
-
株
式
会
社

専
務
取
締
役

(

姶
良
郡
加
治
木
町
反
土

U
R
L 

http
‥＼
＼
w
w
声 
S
iコ
ke⊃
s
e
t

っ
て 
?
ど
ん
な
家 
?
｣
と
聞

か
れ
た
時

に
､

｢新

建

設

の
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

に

出

て

る

か

ら

見
て

ね
!
!
｣

っ
て
答
え
て
く
れ
る
そ
う
で

す
｡

竹
下
浩
二 

ネ
ッ
ト
担
当 
)

一
四
四
二
-
1
八 

ま
え 
Ⅰ
と
い
う
勢
い
で
新
建
設
独
自
の 

新
建
設
の
現
場
情
報
ブ

S 

ロ
グ
に
は
､

建
築
中
の
お
客
様
の
家

の
写
真
が
毎 
R

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
｡
も
ち
ろ
ん
動
画

で

中
継
風
の
情
報
が
流
れ
る
事
も
あ
り
ま

サ
イ
ト
に
は
､
建
設
関

係
に
ま

つ
わ
る
各
専
門
家
が
参
加
し
て

い
て
､
オ
ー

ル
電
化
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
等
の
色
ん
な
質
問
に
､
メ
ー
カ
ー

の
専
門
家
が
納
得
の
行
く
回
答
を
し
て

く
れ
ま
す
｡

し
か
も
､
こ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の 
1

番
の
ル
ー
ル
は
､
質
問
を
受
け
て
も
直
接

お
客
様
に
営
業
を
か
け
た
り
し
な
い
事
で

す
｡
お
客
様
が
安
心
し
て
質
問
の
書
き

込
み
が
で
き
る
配
慮
が
あ
り
ま
す
｡

お
客
様
に
と

つ
て
は
こ
ん
な
便
利
で
安

心
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

こ
の
安
心
感
と
揮
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
情
報
を
え
ら
れ
る
の
で
､
注
文
に

結
び
つ
く
の
で
す
｡

さ
ら
に
､
興
味
を
も

っ
た
お
客
様
が 

m
ix
i
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
内

の
リ
ン
ク
か

ら
ブ

ロ
グ

へ
流
れ
た
り
､
ク

ロ
ー
ズ
さ

れ
た 
SN
S
か
ら
オ
ー
プ
ン
な
ブ

ロ
グ
の
世

界

へ
輪
が
広
が

っ
て
行
き
ま
し
た
｡

◇
ブ

ロ
グ
利
用
の
エ
ピ

ソ
ー
ド

そ
れ

で
は

こ
れ
ま

で
実
際
に
あ

た
､
ブ

ロ
グ
に
ま

つ
わ
る

エ
ビ
ソ
ー

を
3
つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
｡

ドつ

す
｡

て
い
る
よ
う
で
す 

友
人
に

O

施
主
さ
ん
も
毎
日
､
ネ

ッ
ト
で
自
分

の
新
居
が
着

々
と
進
行
し
て
い
る
情
況

を
見
る
事
が
で
き
て
､
と
て
も
喜
ば
れ

施
主
さ
ん
は
自
分

の
新
居
を
見
て
も
ら
い
た
く
て
多
く
の

｢新
建
設
｣
の 
H
P

を
知
ら
せ

る
そ
う
で
す
｡新

(1

建

設 

口
コ
ミ
効
果 
) 

s 
N 

S

iz

j.it

131-
1-
2-

lee.

圭三 (K o) 

-所属 -
株式会社 エレム ･コミュニティ 
WEB制作プロデュース ･カウンセリング

鹿児島市名山町9
23 9 

yp/

tabaaw a Ke

☆筆者紹介☆

川畑

u
.
c
o
J 

P
＼

5ソフ トプラザかごしま405 
TEL&FAX 099

mcommun
//:http www

情報 KISC J l 09uy20



中小企業者のための

離職者を新たに雇用した中小企業者の皆さま

艶 鮎 監急 患 思 慮 盟 を是非ご利用ください｡

融 資 対 象 者 

①～③のすべてに該当するかた 
①	 県内で現に営む事業を 1年以上継続 して

営んでいる中小企業者及び組合 

②	 2名以上の離職者をハ ローワークを通 じ

て正規の従業員として雇用すること 

③	 平成 20年 10月31日以降､事業都合によ

り､正規の従業員及び非正規の従業員 を

解雇 していないこと

厳 しい雇用情勢の中､離職者の

雇用を確保するため､離職者を

新たに雇用する中小企業者等を

金融面から支援しています｡

【 取 扱 期 間 】

平成22年3月31日まで

融 資 条 件

融 資 限 度 額 運転資金 2.000万円


利 率 .7 1年超3年以内 年20% .7 5年超7年以内年2.3%
1年以内 年19% ,7 3年超5年以内 年21% 7


保 証 料 率 .3 年 15% (
年01%～ .8 リスク考慮型信用保証料率による)

融 資 期 間 運転資金 7年以内(据置24月以内)

償 還 方 法 毎月均等分割

保証人 .担保 保証機関の定めるところによる

取	 扱 金 融 鹿児島信用金庫､ 奄美信用組合､ 奄美大島信用金庫､福岡銀行､肥後銀行､銀行､南日本銀行､ 鹿児島相互信用金庫､鹿鹿児児島島興業信用組合､鹿児島県医師信用組合､ 商工中金､

機 関 宮崎銀行､西日本シティ銀行､熊本ファミリー銀行､宮崎太陽銀行 

(県外に本店を有する金融機関については県内営業店に限る○)

借 入 申 請 に ○信用保証委託申込書 ○県民税及び市町村民税の納税証明書 ○雇用状況調書 

※ 申込み時に 2名以上の離職者を雇用していない場合は､申込み後 3か月以内に 2名以上の
離職者を雇用してください｡

融資の流れ

中小企業者･組合 
①相談･申込

④融資


金 高虫機 関
③保 証


※雇用確認の後

になります｡

ご相談は最寄りの商工会議所 ･商工会等へどうぞ -

10	 情報KlSC July2009 



｢かごしま元気おこし企業｣公募の御案内


鹿児島は多くの自然に囲まれ､歴史的な背景や文化的な遺産も数多く

あります｡そしてそんな鹿児島だからこそ生まれてきた､有能な技術や

アイデアを持っ企業が存在 します｡

この度､県では県内企業が有する県内の農林水産物などの地域資源を

活用 した製品や､製造装置などの優れた技術 ･製品等を､県内外の関係

機関 ･団体等に紹介することにより､取引の拡大や販路開拓等を支援す

るとともに､県内学生等に対 して県内企業への理解を深めてもらうこと

を目的とした 『かごしま元気おこし企業発掘調査事業』を実施 し､冊千

等の製作を行 うこととしました｡

つきましては､県内企業の方々を対象に､優れた技術 ･サービス ･製

品等を保有 している 『かごしま元気おこし企業』を公募 しますので､是

非応募 してください｡ 

00株式会社 

- EI(ぎ*ホのt Jt什■ASl AJ

(才r, ) = ltってい*Ttのづく･の心Jt汝廿代t>ぐtJ 行

真宗等温 'け廿 ~~コ仰● y ◆ ･ 11 =●J■■● - - ●tt
.

･1●
見

▼■ -r- ■ ■IJ
,

~■｣II■■■■lll▼L- I.-
ごニ:て=こて㌫ 二㍍ 琵琶rl叩てこここ

+rL～
t

'''…
●

T■■■■''lJ
■■

~ Iト
■■■~〆フ･

-●■

目 的 等

○県内企業の優れた技術や製品等を県内外-PRすることにより､販路開拓を支援する｡

○県内の学生等に対し､優れた地元企業を紹介し地元企業-の理解を深める｡ 
O	 ｢かごしま元気おこし企業｣として選定された企業の概要等を､冊子 ･CD-ROM ･ホームペー

ジ等によりPRする｡

対 象 企 業

県内に本社や事業所､丁場を持つ企業 (製造業等)で､経営的に安定している企業であって､県内

の農林水産物などの地域資源を活用 した製品や､新技術や新サービスなどにより､優れた製品等を有

する企業 
(公募対象例)

○県内の農林水産物等の地域資源を利用して開発 した製品を有する企業

○国内又は業界等において､製品等が上位のシェア等を有する企業

○県内において､ ｢オンリーワン｣の技術 ･製品等を有する企業

○その他ものづくりに関する表彰等を受賞するなど､優れた製品 ･技術を有する企業

など､自社の優位性を積極的に発信できる企業を公募します｡


応募方法 ･応募期限

k hw agos.pサイ ト (htt://ww /
tyoune.
lg
kima- )から応募用紙をダウンロー ドし､必要事項を記載の

()またはファックス 099-286-5578)で

応募 してください｡なお､サイ トから直接応募することも可能です｡

また､応募用紙が必要な方は､問い合わせ先に御連絡ください｡

応募締め切 り日 :平成 21年 7月 24日 (金) 17 :00まで

審 査

企業の選定については､産業界や学識経験者などで構成する選定委員会において審査を実施 しま

す｡

選定された企業の方には､後日､連絡いたします｡

問い合わせ先 鹿児島県商工労働部 産業立地課 技術振興係 田中 ･森元

〒890-8577 鹿児島市鴨池新町 10-1 
T e 1 :099-286-2970 FAX :09 286-9- 5578 

うえ､メール pi j1ma g. .fk hpre agos.@tyuujig(

pi 1 jma g. ,fk hpre agos.@tyuujlgM a i1:
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膚 < だ ま を ) .I

虚 軍 費 零 度 室

経営支援室では､窓口相談や専門家の派遣を通 じて､創業や経営革新を支援 しています｡

●窓口相談

これから創業をしようとする方や経営課題を抱えている中小企業者の皆様からの相談

を無料でお受けします｡

<相談内容の例 >
･資金調達の方法

･公的支援制度の活用

･新商品等のマーケテイング

･会社設立､ビジネスプランの作成

･新商品､新生産方法の開発等に係 る技術など

●専門家派遣事業

◆事業の内容

創業者や経営革新を図る中小企業者が抱える経営､情報化､販売､マーケテイング等のさ

まざまな問題に対 して､当センターに登録 している民間の専門家を派遣 し､診断助言を行い

ます｡

◆費用の負担

旅費､謝金等に要 した費用の 3分の 2を当センターで負担 します｡

◆ご利用になった企業の声

･当社の通信販売事業について様々な指摘をしていただき､効果的な販売促進のノウハ ウ

を取得することができた｡ 【食品製造業】

･通信販売事業における前年比が､売上 150%､新規顧客獲得数 120%を達成 した｡また､

リピーター獲得の方法を取得できた｡ 【飲食業】

･整理 ･整頓を全社的に展開でき完成品在庫 ･原材料在庫を 60%低減できた｡


また､段取 り時間を半分に低減できた｡ 【プラスチック部品製造業】

･専門家から指導を受け学習することにより､経営者 としての自分を見つめ直すことがで

きた｡ 【食品製造業】
･テス トマーケティングを通 じて､顧客ごとのニーズを把握することができた｡

また､専門家のア ドバイスをもらいながら経営指針書 ･会社案内 ･カタログ ･ホ ーム

ページ等を作成 した｡ 【飼料製造業】

問い合わせ先	 (財)かごしま産業支援センター 新産業育成課経営支援室

〒892-0821 鹿児島市名山町 9番 1号 (鹿児島県産業会館 2階)
電話 :099-219-1273 FAXO99-219-1279 
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受発注情報


当センターでは､仕事を発注 ･受注したい企業の希望条件 (設備 ･技術力等)に見合った取引の

紹介あっせんを行っております｡今月は､下記の企業から受注の申し込みがきておりますので

あっせんの御希望がありましたら御連絡ください｡

また､センターのホームページでも御覧いただけます｡ (URL-httpソ/www.kric.or.｣p)

◆受注情報 

No. 所在地 資本金(万円 ) 従業員数(人 ) 受注希望品目(加工内容) 主要機械設備

◆お問い合わせ先 (財)かごしま産業支援センター ビジネス支援課 
TEL ･099-219-1274 FAX I099-219-1279 

E- i usies okri.rPmal:b ns@p coJ

下請代金支払遅延等防止法 (下請法)クイズ

【問題】

次の行為は､それぞれ下請法上､問題となるでしょうか｡


①広告制作を下請事業者に委託しているところ､最終ユーザーから発注をキャンセルされたことを理由

に､あらかじめ定められた納期に下請事業者の給付を受領しなかった8

②下請事業者の給付に必要な原材料等を有償で支給 しているところ､この有償支給原材料等を用いた給

付に対する下請代金の支払期日に当該原材料等の対価を下請代金から相殺した｡

③下請代金を手形で支払っているところ､その手形期間を 150日とした｡

【解説】

①問題になる

下請事業者が納入してきた場合､親事業者は下請事業者に責任 (不良品である場合等)がないのに受領

を拒むと下請法上問題となります (受領拒否の禁止 〔下請法第 4条第 1項第 1号〕)0

この設問の場合､最終ユーザーが親事業者に対して発注をキャンセルしたことが要因になっています

が､これは親事業者と最終ユーザーとの問の問題であり､下請事業者に責任がない以上､親事業者が下

請事業者からの受領を拒否することは問題となります｡

②問題にならない

この設問の場合､有償支給原材料等を用いる下請代金の支払期日に当該原材料等の対価を相殺してい

ることから､下請法上の問題とはなりません｡

なお､下請代金の支払期日より早い時期に相殺した場合は､下請法上問題となります (有償支給原材料

等の対価の早期決済の禁止 〔下請法第 4条第 2項第 1号〕)0

③問題になる

下請代金を手形で支払う場合､一般の金融機関で割り引くことが困難な手形を交付すると下請法上問

題となります (割引困難な手形の交付の禁止 【下請法第 4条第 2項第 2号〕)0

公正取引委員会及び中小企業庁は､繊維製品に係る下請取引においては 90日､その他の下請取引にお

いては 120日を超えるいわゆる長期手形は､下請法第 4条第 2項第 2号の規定に違反するおそれがあ

るものとして取り扱い､上記期間内に改善するよう指導しています｡この設問の場合､手形期間が 150

日ですので､取引内容にかかわらず下請法上問題となります｡

○下請法の相談はこちらに	 ⇒ 公正取引委員会事務総局 九州事務所 下請課 
TEL :092-43116032 http://www.jftc.go.jp/
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lnomatofr in 
1 ビジネス ･マ ッチ ング ･ステー シ ョンの御案内 

(1)ビジネス ･マッチング ･ステーションとは

中小企業の皆様がインターネッ トを用いて､取引先の開拓や販路拡大等を行うことをお手伝いす

るシステムです	 (会員制)｡現在､約 2万社の受発注企業が登録 しております｡

なお､登録､利用､年会費､成功報酬等の責用は一切無料ですので､是非とも御活用 ください｡
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<システム トップ画面>	 <システムイメージ図>

※都道府県協会とは､ (財)かごしま産業支援センターを含む47都道府県中小企業支援機関のことを指します｡ 

(2)ビジネス ･マッチング ･ステーションを利用するメリット

①取引マッチングを支援します !
サイ ト上には､ ｢仕事を発注したい｣､ ｢受注したい｣等の取引情報が数多く掲載されています｡

営業マンに代わり､インターネットか皆様方の取引マッチングをお手伝いします｡

また､発注案件を検索した結果了取引を希望する場合は ｢システムで申込｣ボタンを押すことにより

発注企業に取引希望の意思を伝えることができます｡

②自社情報の PRができます !
企業情報に信用情報を含めた具体的な内容を記載し､さらに受注情報に技術･製品情報等､自社 pR

情報を記載することにより発注企業からの検索対象として選ばれる確率が高くなります｡

また､工場や製品の写真を掲載することも可能です (画像は 1枚につき 500KBまで 2枚可能)0

③自社の被参照件数等の参考情報を利用できます !
自社に対する被参照件数や案件検索数が表示されます｡件数が少ない場合は､被参照件数が多い企業

の情報を参考として更新することや案件の具体的な内容を変更するなど取引成約に向けた工夫を凝ら

すことが可能です｡

④ビジネスパー トナ-の検索ができます !
加工技術や保有設備､所在地等のキーワー ドを使って企業検索を行い､自社が求めるビジネスパー ト

ナーを探 し出すことが可能です｡

⑤パスワー ドは自社で変更自由､セキュリティ対策も万全です !
パスワー ドを自社で決定することが可能です｡もし､忘れた場合は再発行の手続きを自社で行うこと

により面倒な手続きが不要となります｡なお､個人情報や登録企業データの情報漏えいや改ざんが起こ

らないよう万全のセキュリティ対策を講 じています｡

⑥官公需情報が入手できます !

全国中小企業団体中央会からの提供に基づき､最新の官公需情報を得ることができます｡


◆お問い合わせ先
 
(財)全国中小企業取引振興協会 東京都中央区新川 2丁目 1番 9号 石Jlば ル 2階
 
TEL:0315541-6688 FAX:03-5541-6680


ビジネス ･マッチング ･ステーション ･htt:伯i- thsainzny.r.j/
p/ zmac-tto.ekoo p

I t ･ . ･ 
~/- ‥ 
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2 事業継承支援施策説明会の御案内

こうすれば うまくい く !経営のバ トンタッチ


～知っておきたい制度の解説～


経営のバ トンタッチ (事業承継)対策についで悩んでいる経営者 ･後継者の方が非常に多いとい

われてお ります｡現在､国は事業承継円滑化に向けた総合的支援策の整備を進めています｡たとえ

ば､各県に 2-3箇所の割合で事業承継支援センターが配置され､事業承継に関するさまざまな相

読-の対応､必要に応 じて専門家派遣などを行っております｡

また､昨年 1月には､

例､および金融面の支援が受けられるようになっています｡

この説明会は､このような経営のバ トンタッチに有益な制度 (施策)を詳 しく御紹介するもので

す｡

まだ先のことと思われている方も是非この機会に奮って御参加 ください｡

【日 時】 平成 21年 7月 23日 (木) 13 :00- 17 :00

【会 場】 鹿児島県産業会館 3階会議室 (鹿児島市名山町 9- 1)

【参 加 料】 無 料

【定 員】 80名 (朱着順)

【問合せ先】 独立行政法人中小企業基盤整備機構 九州支部 経営支援室
 

-TEL :092 263-

0 ｢経営承継円滑化法｣が施行され､相続税や贈与税の猶予制度､民法の特

0300


詳 しい内容及び申込書のダウンロー ドは､ (独)中小企業基盤整備機構九州支部の

ホームページを御覧ください｡ 

ww //t:pth . ltm2h.54740/isemnar/k hyusu/pjgo._jsmr

3■~新型イ ンフルエンザ発生による r緊急保証制度｣の見直 ししっいて

緊急保証制度の実施に伴 う特定中小企業者の認定要件等について､新型インフルエンザ-の対応

として､中小企業信用保険法第 2条第 4項における特定中小企業者の認定要件が追加され､新型イ

ンフルエンザの発生により事業活動に影響を受けている中小企業者が､認定を受けやすくなりまし

た｡

また､対象業種の見直しを行い､新型インフルエンザの影響を受けている映画館 ･劇場､業況が

悪化 している産業用ロボット製造業など 26業種を平成 21年 6月 23日追加指定することとなり

ました｡

併せて､利用実績が少なく､今後の利用が見込まれない綿紡績業などの 5業種を平成 21年 6月 
23日までの適用とすることとなり､この結果､対象業種は全体で 781業種となります｡

認定要件

下記の①～④をいずれも満たすこと｡

①主とする事業が国の指定する業種 (*1)に属していること｡

｡②新型インフルエンザの影響により事業に影響を受けていること

③最近 1か月間 (申請月の前月)の売上高等が前年同月 と比べて 3%以上減少 していること｡

)3

*1

④上記 (
見込まれること｡ 

の期間を含む今後 3か月間の売上高等が､前年同期と比べて 3%以上減少することが

対象業種については､中小企業庁のホームページで御確認ください｡ 

tm5 hgou._ tne _ fseu/inyuk/pi jgo. .h h tcusome._ www//t:pth

J lu

詳 しくは､それぞれの市町村-お問い合わせください｡
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鹿児島県人材育成センター利用の御案内

当センター出先機関の鹿児島県人材育成センターでは､企業の在職技術者など人材育成の支援を主たる目

的として､各種の講座 ･研修を実施 しているほか､企業自らが企画する会議 ･研修 ･講演などの会場とし

て､低廉な使用料で利用していただいております｡皆様の参加及び御利用をお待ちしております｡
く:=

自主講座 :食品加工 ･機械加工 ･QC手法 ･iSO関係など29講座を実施

施設利用 :150人収容の大研修室のほか大小 6室を低廉な使用料で提供
 

(詳しくは､下記までお問合せください)
｢


所 在 地 :霧島市国分中央3-44-63

■問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 鹿児島県人材育成センター

〒899433
TEL :0995

- 2 霧島市国分中央 3 44 36 
FAX :099 -4464-5

--
Ⅶ ia-E l:31 pki jpo rcor. . .@i i7nzacj0903-74-

｢かごしま企業情報｣への掲載の御案内
当センターでは､県内中小企業の情報発信の充実と検索等の ¢blこし弛別井㌫?,:㌫蒜貰LLl 

利便性を図ることを目的に､当センターのホームページ上に d Jd a a 
｢かごしま企業情報｣を構築 し､掲載企業の募集を していま

I 入以● ■主Z恥 H 心事九 R,Ti7≠手入れtす｡
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インターネットを使用しての登録 ･更新が可能で､登録企業

側の操作もしやすくなっています｡

一社でも多くの企業に掲載 していただければビジネスチャン
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スの拡大に繋がることが期待 されます｡掲載料は無料ですの

で､お気軽に御登録ください｡ 

■問合せ先』 (財)かごしま産業支援センター 情報支援課 
iaトm l:

メール配信サービス｢KISCNEWS｣の御案内
当センターでは､イベントや研修など各種のお役立ち情報をEメールで無料配信するサービスを行ってお

ります｡配信を希望される方 (機関または個人)は､次の当センターホームページからお申し込みください｡ 

-TEL :099 5721-912 -FAX :099 9721-912 pGO jr. .kipo r.@ifno

pki jrcor. .p(お申込み先URL :htt://ww. )tmhtop./iscnewsk/ioni tcalbpu/

-E
■問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 情報支援課 

¶ai巨 k pki jpo rcor. . .@iscnews

1 ｢情報KISC｣の今月の表紙■

｢2009年元

気なモノ作り中小企業 300社｣の日本のイノベーション

を支えるもの作り中小企業として選定された

株式会社日本計器鹿児島製作所

表紙写真は､自動散水 ･止水制御装置で山形屋
行日南

I
銀本

｣ 

E山形J■l■t■

取締役工場長 吉田 学 (右) さん と

技術部 部長 加藤 正明 (左) さんです｡
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